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〔
研
究
ノ
ー
ト
〕近

代
日
本
の
肉
食
史
研
究
の
展
望
─
食
生
活
史
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
て

─

野　

間　

万　

里　

子

は
じ
め
に

　

食
は
、
広
く
わ
た
し
た
ち
の
興
味
を
引
き
付
け
る
テ
ー
マ
の
一
つ

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
人
び
と
が
何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
て
き
た
の

か
に
つ
い
て
の
歴
史
的
研
究
、
つ
ま
り
食
生
活
史
研
究
が
盛
ん
に
な

さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
歴
史
研
究
の
対
象
と
す
る
に
は
食
は

あ
ま
り
に
も
日
常
的
で
あ
り
、
変
化
に
乏
し
く
、
ま
た
些
細
で
あ
り

す
ぎ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
作
成
の
『
経
済
史
文
献
解
題
』

デ
ー
タ
ベ
ー
ス（（
（

で
、「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
索
す
る
と
、
四

二
九
件
の
著
書
・
論
文
が
出
て
く
る
。
そ
れ
ら
は
、
大
き
く
以
下
の

六
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
（
（。
①
『
日
本
の
食
生
活
全

集
』（

（
（

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
て
現
在
消
え
つ
つ

あ
る
食
慣
行
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
、
②
民
俗
学
的

研
究
の
よ
う
に
食
慣
行
を
記
録
し
つ
つ
そ
れ
が
象
徴
す
る
意
味
世
界

あ
る
い
は
文
化
的
深
層
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
、
③
社
史
、
④
発
掘

資
料
・
文
献
資
料
か
ら
過
去
の
食
の
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
、
⑤
食
の
変
遷
と
社
会
の
変
動
と
を
関
連
付
け
て
論
じ
る
も
の
、

⑥
生
産
・
供
給
に
着
目
す
る
経
済
史
的
研
究
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六

つ
の
分
類
は
ま
っ
た
く
独
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
著
作
が

複
数
の
分
類
に
ま
た
が
る
内
容
を
持
つ
場
合
も
多
々
あ
る
。
過
去
一

〇
年
の
著
作
か
ら
各
分
類
の
特
色
を
よ
く
表
す
と
思
わ
れ
る
も
の
を
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表
₁

　『
経

済
史

文
献

解
題

』デ
ー

タ
ベ

ー
ス

検
索

結
果

抜
粋（「

食
」）

分
類

編
　

著
　

者
書

名
・

論
題

編
集

・
発

行
発

行
年

①
ブ

ラ
ジ

ル
日

本
移

民
百

周
年

記
念

協
会

、
日

本
語

版
ブ

ラ
ジ

ル
日

本
移

民
百

年
史

編
纂

・
刊

行
委

員
会

編

ブ
ラ

ジ
ル

日
本

移
民

百
年

史
第

3巻
生

活
と

文
化

編（
（）

風
響

社
（0（0

有
薗

正
一

郎
近

代
三

河
国

庶
民

の
日

常
食

愛
知

大
学

綜
合

郷
土

研
究

所『
愛

知
大

学
綜

合
郷

土
研

究
所

紀
要

』54号
（009

有
岡

利
幸

春
の

七
草（

も
の

と
人

間
の

文
化

史
（46）

法
政

大
学

出
版

局
（008

栗
橋

町
教

育
委

員
会

編
栗

橋
町

史
 民

俗
（ 身

の
ま

わ
り

の
生

活
史

と
人

の
一

生
栗

橋
町

教
育

委
員

会
（008

飛
驒

市
教

育
委

員
会

編
神

岡
町

史
 通

史
編

Ⅱ
飛

驒
市

教
育

委
員

会
（008

②
高

尾
善

希
宅

廻
り

・
飲

食
・

音
物

─
近

世
後

期
に

お
け

る
領

主
と

村
の

社
会

関
係

史
立

正
大

学
史

学
会『

立
正

史
学

』
（07号

（0（0

青
木

美
智

男
日

本
文

化
の

原
型

─
近

世
庶

民
文

化
史

─（
全

集
 日

本
の

歴
史

 別
巻

）
小

学
館

（009

松
浦

勉
、

越
智

信
也

、
西

岡
不

二
夫

、
村

田
裕

子
魚

食
文

化
の

系
譜

雄
山

閣
（009

柿
沼

孝
子

捕
鯨

の
比

較
文

化
論

的
考

察
─

日
本

と
ア

メ
リ

カ
を

中
心

と
し

て
─

立
正

大
学

経
済

学
会『

経
済

学
季

報
』56巻

3・
4合

併
号

（007

木
村

茂
光

雑
穀

Ⅱ
─

粉
食

文
化

論
の

可
能

性
─（「

も
の

」か
ら

見
る

日
本

史
）

青
木

書
店

（006

③
日

本
甜

菜
製

糖
編

日
本

甜
菜

製
糖

90年
史

日
本

甜
菜

製
糖

（009
日

清
食

品
株

式
会

社
社

史
編

纂
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
編

日
清

食
品

50年
史

（958-（008 第
（分

冊
 日

清
食

品
50年

史
・

創
造

と
革

新
の

譜
日

清
食

品
（008

日
清

オ
イ

リ
オ

グ
ル

ー
プ

社
史

編
纂

委
員

会
編

日
清

オ
イ

リ
オ

グ
ル

ー
プ

（00年
史

日
清

オ
イ

リ
オ

グ
ル

ー
プ

（007
中

村
屋

社
史

編
纂

室
編

中
村

屋
（00年

史
中

村
屋

（003
日

本
経

営
史

研
究

所
旭

化
成

の
80年

旭
化

成
（003

④
鎌

田
東

二
編

平
安

京
の

コ
ス

モ
ロ

ジ
ー

─
千

年
持

続
首

都
の

秘
密

─
創

元
社

（0（0



113

高
正

晴
子

朝
鮮

通
信

使
を

も
て

な
し

た
料

理
─

饗
応

と
食

文
化

の
交

流
─

明
石

書
店

（0（0

小
杉

康
、

谷
口

康
弘

、
西

田
泰

民
、

水
ノ

江
和

同
、

矢
野

健
一

編
縄

文
時

代
の

考
古

学
 4 　

人
と

動
物

の
関

わ
り

あ
い

─
食

料
資

源
と

生
業

圏
─

同
成

社
（0（0

小
林

美
和

、
冨

安
郁

子
中

世
に

お
け

る
粽

伝
承

と
年

中
行

事
─

室
町

期
食

文
化

の
周

辺
─

帝
塚

山
大

学
現

代
生

活
学

部『
帝

塚
山

大
学

現
代

生
活

学
部

紀
要

』5号
（009

西
本

昌
弘

九
条

家
本『

神
今

食
次

第
』所

引
の「

内
裏

式
」逸

文
に

つ
い

て
─

神
今

食
祭

の
意

義
と

皇
后

助
祭

の
内

実
─

史
学

会『
史

学
雑

誌
』（（8巻

（（号
（009

⑤
樋

口
雄

一
植

民
地

末
期

の
朝

鮮
農

民
と

食
─

江
原

道
農

民
を

事
例

と
し

て
─

歴
史

学
研

究
会『

歴
史

学
研

究
』

867号
（0（0

ポ
ー

ル
・

フ
リ

ー
ド

マ
ン

編
世

界
食

事
の

歴
史

─
先

史
か

ら
現

代
ま

で
─

東
洋

書
林

（009
江

原
絢

子
、

石
川

尚
子

、
東

四
柳

祥
子

日
本

食
物

史
吉

川
弘

文
館

（009
渡

辺
実

日
本

食
生

活
史（

歴
史

文
化

セ
レ

ク
シ

ョ
ン

）
吉

川
弘

文
館

（007
J-L・

フ
ラ

ン
ド

ラ
ン

、
M

・
モ

ン
タ

ナ
ー

リ
編

食
の

歴
史

（～
3

藤
原

書
店

（006

⑥
樋

口
雄

一
日

本
の

植
民

地
支

配
と

朝
鮮

農
民

同
成

社
（0（0

谷
口

建
速

長
沙

走
馬

楼
呉

簡
に

み
え

る「
貸

米
」と「

種
粻

」─
孫

呉
政

権
初

期
に

お
け

る
穀

物
貸

与
─

早
稲

田
大

学
史

学
会『

史
観

』（6（
号

（0（0

南
直

人
ド

イ
ツ

に
お

け
る

食
品

監
視

体
制

の
成

立
と

近
代

的
食

シ
ス

テ
ム

へ
の

道
京

都
橘

大
学

研
究

紀
要

編
集

委
員

会『
京

都
橘

大
学

研
究

紀
要

』35号
（009

中
林

広
一

移
住

・
開

発
と

日
常

食
─

清
～

民
国

期
、

湖
南

省
永

順
府

を
事

例
と

し
て

─
上

智
大

学
史

学
会『

上
智

史
学

』54
号

（009

南
直

人
食

の
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

─
近

代
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
飲

食
提

供
業

に
関

す
る

研
究

の
可

能
性

─
京

都
橘

大
学

女
性

歴
史

文
化

研
究

所『
女

性
歴

史
文

化
研

究
所

紀
要

』
（6号

（008

注
：

（0（（年
8

月
3

日
検

索
。

過
去

（0年
の

著
作

か
ら

各
分

類
の

性
格

を
よ

く
反

映
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

も
の

を
5

つ
ず

つ
例

示
し

た
。
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五
つ
ず
つ
表
（
に
掲
げ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
研
究
状
況
を
見
る
と
、
①
に
分
類
で
き
る
も
の
が

最
も
多
い
。
自
治
体
史
で
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
地
域
の
食

に
関
す
る
章
あ
る
い
は
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
②
も
含
め
て
、
個
々

の
事
例
の
収
集
は
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
だ

が
、
せ
っ
か
く
の
事
例
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ば
ら
ば
ら
に
、
相
互
の
関

連
や
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
語
る
こ
と
な
く
陳
列
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
食
は
文
化
の
型
の
一

つ
の
表
出
で
あ
り
、
非
常
に
安
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
が
あ

る
。

　

一
方
で
、
⑤
と
⑥
に
は
、
食
を
社
会
的
経
済
的
文
脈
の
中
で
変
化

す
る
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
の
動
き
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
食
を
全
体
性
・
包
括
性
と
変
化
の
中
で
捉
え

よ
う
と
す
る
研
究
は
、
近
年
に
な
っ
て
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

食
生
活
史
研
究
の
分
野
で
は
、
以
前
か
ら
こ
う
し
た
方
向
が
志
向
さ

れ
て
い
た
。
次
章
で
は
、
食
生
活
史
研
究
の
方
向
を
示
す
著
作
を
見

直
し
て
み
た
い
。

一　

食
生
活
史
研
究
の
方
法
と
課
題 

　
　
─
研
究
動
向
か
ら
─

　
『
経
済
史
文
献
解
題
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
食
生
活
史
」
と
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
に
か
け
る
と
、
先
の
「
食
」
か
ら
ぐ
っ
と
減
っ
て
、
わ

ず
か
七
件
し
か
ヒ
ッ
ト
し
な
い
（
表
（
（。
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
食
生

活
史
研
究
が
「
食
生
活
史
」
と
い
う
言
葉
を
論
題
・
章
題
に
含
む
訳

で
は
な
い
。
個
別
論
文
で
は
含
ま
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。

あ
え
て
「
食
生
活
史
」
で
検
索
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
著
作
が
食
生

活
史
研
究
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
を
知
る
た

め
で
あ
る
。

　

二
宮
宏
之
氏
の
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
に
は
、
雑
誌

『
飲
食
史
林
』
に
寄
稿
さ
れ
た
「
社
会
史
と
し
て
の
食
生
活
史
」
と
題

す
る
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

人
間
を
「
か
ら
だ
」
と
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
捉
え

な
お
そ
う
と
す
る
時
、
食
生
活
史
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ

の
も
っ
と
も
重
要
な
出
発
点
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。「
か
ら

だ
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
人
間
の
身
体
が
も
っ
と
も
直
接
的
に

食
物
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
自
明
の

事
柄
で
あ
っ
て
、
人
間
の
生
活
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
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も
っ
て
食
の
あ
り
よ
う
か
ら
解
明
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
の
だ

し
、
他
方
「
こ
こ
ろ
」
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
食
物
に
対
す
る

人
間
の
態
度
は
、
個
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
集
団
の
レ
ヴ
ェ
ル
で

も
、
独
自
の
好
み
と
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
食

物
は
、
す
ぐ
れ
て
文
化
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
食
物
の
問
題
は
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の
双
方

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
点
に
、
食
生
活
史
研

究
が
か
か
え
て
い
る
困
難
の
一
端
が
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。（

3
（

こ
こ
で
は
、
食
生
活
史
研
究
の
重
要
性
と
困
難
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
先
の
分
類
の
②
食
に
象
徴
さ
れ
る
意
味
世
界
及
び
文
化
的
深
層

を
探
ろ
う
と
す
る
研
究
は
、「
こ
こ
ろ
」
の
面
か
ら
食
に
接
近
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
栄
養
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
た
研
究
で
は
、

何
が
ど
れ
だ
け
摂
取
さ
れ
、
人
び
と
の
身
体
に
与
え
た
影
響
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
「
か
ら
だ
」
に
着
目
す
る
も
の

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
そ
れ
ぞ
れ

に
関
す
る
研
究
は
あ
る
が
、
双
方
を
架
橋
す
る
よ
う
な
研
究
は
、
な

さ
れ
て
い
な
い
。
二
宮
氏
の
指
摘
か
ら
三
〇
年
以
上
経
つ
今
な
お
、

「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
双
方
と
の
関
わ
り
は
食
生
活
史
研
究
の
課

題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

表₂　『経済史文献解題』データベース検索結果（「食生活史」）

著　者 書名・論題 編集・発行 発行年

渡辺実 日本食生活史（歴史文化セレクション） 吉川弘文館 （007

村上陽子 中国史における糧食としての「芋」利用─食生活
史の視点から─

上智大学史学会
『上智史学』49号

（004

姜仁姫 韓国食生活史─原始から現代まで─ 藤原書店 （000

田中宣一、
松崎憲三編

食の昭和文化史 おうふう （995

二宮宏之 全体を見る眼と歴史家たち 木鐸社 （986

渡辺実 日本食生活史 吉川弘文館 （964

樋口清之 日本食物史─食生活の歴史─ 柴田書店 （960

注：（0（（年 8 月 3 日検索。
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次
に
、
樋
口
清
之
『
日
本
食
物
史
─
食
生
活
の
歴
史
─
』
を
見
て

み
よ
う
。
古
代
か
ら
始
ま
り
現
代
に
至
る
ま
で
を
扱
っ
た
通
史
的
研

究
で
あ
る
。
序
論
第
三
章
に
「
食
生
活
史
の
概
念
」
を
置
い
て
、
食

生
活
史
を
定
義
し
て
い
る
。

歴
史
現
象
は
い
ず
れ
も
人
間
の
生
活
現
象
で
あ
り
、
そ
の
各
々

は
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
相
互
関
連
し
あ
っ
て
初
め
て
存
在

し
得
て
い
る
。
そ
の
た
め
研
究
命
題
の
細
分
は
可
能
で
あ
っ
て

も
、
歴
史
学
の
一
部
門
で
あ
る
限
り
は
、
他
の
命
題
と
も
相
関

的
に
、
有
機
的
に
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
を
も
た
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
と
用
意
の
も

と
に
研
究
さ
れ
て
、
初
め
て
こ
れ
ら
の
風
俗
史
学
お
よ
び
そ
の

分
科
は
存
在
の
意
義
を
も
つ
と
言
え
る
。（
中
略
（
そ
れ
で
自
分

は
、
飲
食
行
為
と
い
う
人
間
の
生
活
行
為
を
中
心
と
し
て
、
そ

れ
に
関
連
す
る
広
い
生
活
様
式
の
変
遷
を
、
有
機
的
に
研
究
す

る
史
学
の
一
部
門
を
、
食
物
史
と
か
食
事
史
と
か
の
名
を
や
め

て
、
仮
り
に
食
生
活
史
（
飲
食
生
活
史
（
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い

と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
は
従
来
の
文

化
史
学
の
一
部
門
で
あ
る
風
俗
史
学
の
一
分
科
で
あ
る
が
、
そ

の
方
法
や
目
的
は
生
活
史
で
あ
る
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。（

4
（

食
生
活
史
研
究
を
非
常
に
広
く
捉
え
て
い
る
樋
口
氏
で
あ
る
が
、
た

だ
こ
の
著
作
自
体
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
と
い
う
非
常
に
長
い
時

間
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
問
題
意
識
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。

　

む
し
ろ
食
生
活
史
の
重
要
な
近
接
領
域
に
お
い
て
、
コ
ー
ワ
ン
『
お

母
さ
ん
は
忙
し
く
な
る
ば
か
り
─
家
事
労
働
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
社

会
史
─
』（

5
（

、
藤
原
辰
史
『
ナ
チ
ス
の
キ
ッ
チ
ン
』（

6
（

と
い
っ
た
著
作
が
、

家
事
労
働
史
、
女
性
史
、
技
術
史
、
近
代
化
論
、
思
想
史
と
い
っ
た

広
が
り
を
持
っ
て
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
。
家
事
労
働
や
台
所
空
間
と

い
っ
た
日
常
の
「
小
さ
な
」
場
面
が
、
工
業
化
や
通
俗
道
徳
と
い
っ

た
「
大
き
な
」
問
題
を
捉
え
返
す
上
で
い
か
に
有
効
で
あ
る
か
を
示

す
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
宮
氏
の
次
の
指
摘
か
ら

考
え
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

近
代
歴
史
学
の
主
流
を
な
し
た
の
は
、
政
治
史
で
あ
り
、
外
交

史
で
あ
り
、
理
念
史
で
あ
っ
て
、
新
し
い
学
問
と
し
て
台
頭
し

て
来
た
経
済
史
に
お
い
て
も
、
研
究
の
力
点
は
経
済
政
策
や
経

済
組
織
の
分
析
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
根
底
に
あ
る
民
衆
の

日
常
的
な
生
活
そ
の
も
の
は
、
ま
っ
と
う
な
研
究
対
象
と
さ
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。（

7
（

　

さ
ら
に
、
食
生
活
史
を
主
眼
と
し
な
い
研
究
に
、
樋
口
氏
の
い
う

よ
う
な
広
が
り
を
持
っ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
『
日
常
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性
の
構
造
』（

8
（

、
エ
リ
ア
ス
『
文
明
化
の
過
程
』（

9
（

で
は
、
数
世
紀
に
亘
る

経
済
・
社
会
や
国
家
形
成
と
い
っ
た
大
き
な
変
化
の
中
に
食
生
活
の

変
化
を
関
連
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
食
は
あ
く
ま
で
も
道
具
立
て
の

一
つ
で
あ
り
、
食
の
変
化
と
経
済
・
社
会
の
変
化
と
の
相
互
連
関
を

実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
課
題
か
ら
外
れ
る
。
そ
の
た
め
、

単
線
的
な
変
化
に
食
生
活
を
埋
め
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
難

点
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
歴
史
事
象
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
エ

ク
ス
・
ポ
ス
ト
的
に
も
の
ご
と
の
変
遷
を
論
理
づ
け
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
に
は
食
固
有
の
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
偶

然
が
あ
り
、
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ク
ト
ル
の
合
成
が
、
結
果
と

し
て
経
済
・
社
会
の
変
化
と
相
呼
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
食
の
変

化
と
経
済
・
社
会
の
変
化
と
の
相
互
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
食
固
有
の
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ク
ト
ル
を
丹
念
に
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
食
を
消
費
だ
け
で
な
く
生
産
と

分
配
の
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
は
、
食
に
固
有
の
問
題
を
実
証
的
に

考
察
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

経
済
史
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
生
産
す
る
か
、
ま
た
分
配
す
る
か

に
つ
い
て
の
歴
史
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
生
産
・
供
給
側
面
と
消

費
側
面
と
の
連
関
か
ら
立
体
的
な
食
生
活
史
像
を
描
く
と
い
う
点
で
、

食
生
活
史
研
究
に
お
い
て
有
効
で
あ
り
不
可
欠
な
視
点
で
あ
る
。
ミ

ン
ツ
『
甘
さ
と
権
力
』（

（0
（

、
原
田
信
男
『
歴
史
の
な
か
の
米
と
肉
』（

（（
（

は
、

そ
れ
ぞ
れ
砂
糖
と
食
肉
（
お
よ
び
米
（
と
い
っ
た
個
別
の
食
材
に
焦
点

を
当
て
る
こ
と
で
、
権
力
の
生
産
へ
の
介
入
、
生
産
と
消
費
の
相
互

連
関
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
紆
余
曲
折
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
先

の
六
分
類
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
⑥
＋
⑤
と
い
え
よ
う
か
。

　

樋
口
氏
は
ま
た
、
食
生
活
史
の
方
法
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

食
生
活
現
象
は
、
他
の
社
会
、
経
済
、
思
想
、
信
仰
、
芸
術
、
技

術
な
ど
の
生
活
現
象
や
時
代
文
化
と
共
に
、
気
候
、
地
形
、
地

質
、
生
物
、
体
質
、
心
性
傾
向
な
ど
の
自
然
現
象
と
も
結
び
合
っ

て
初
め
て
存
在
し
得
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
必
然
性
の

発
見
は
、
こ
れ
ら
の
綜
合
理
解
の
上
に
の
み
可
能
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。（

（（
（

　

食
を
め
ぐ
る
研
究
は
、「
食
慣
行
そ
の
も
の
を
記
録
・
再
現
す
る
」

（
上
述
の
①
、
④
（、「
食
を
通
じ
て
文
化
的
深
層
を
探
る
」（
同
②
（
と

い
う
、
固
定
的
、
個
別
的
性
格
が
強
い
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

「
食
の
変
遷
と
社
会
の
変
動
と
を
関
連
付
け
る
」（
同
⑤
（、「
食
を
構

成
す
る
素
材
の
生
産
・
供
給
か
ら
食
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
」

（
同
⑥
（
の
よ
う
に
食
を
社
会
現
象
の
一
側
面
と
し
て
他
の
諸
条
件
と

の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
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基
づ
く
研
究
が
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
食
と
い
う
行
為
の
持
つ
社
会
性
、

政
治
性
、
権
力
性
の
総
体
を
問
題
に
す
る
ブ
ロ
ー
デ
ル
ら
ア
ナ
ー
ル

学
派
の
刺
激
を
受
け
つ
つ
、「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
と
の
相
関

（
二
宮
（
が
重
視
さ
れ
る
な
ど
、
興
味
深
い
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
つ

つ
あ
る
と
い
え
る
。
食
を
食
そ
の
も
の
と
し
て
独
立
し
て
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
、
食
生
活
と
し
て
相
関
的
、
有
機
的
に
考
察
す
る
と
い

う
目
論
見
（
樋
口
（
が
よ
う
や
く
具
体
化
さ
れ
始
め
た
段
階
と
い
え

よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
、
筆
者
は
食
生
活
現
象
を
、
歴
史
学

的
に
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
歴
史
学
的
と
は
、
こ
こ
で
は
、
時

代
の
中
で
徐
々
に
変
化
す
る
も
の
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う
時
間
軸

の
導
入
で
あ
り
、
ま
た
、
経
済
、
社
会
、
文
化
と
の
関
連
で
包
括
的

に
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
を
、
樋
口
氏
、
二
宮

氏
の
視
点
を
引
き
継
ぎ
、
近
代
日
本
に
お
け
る
肉
食
の
拡
大
過
程
の

考
察
を
通
じ
て
、
具
体
化
し
て
み
た
い
。
以
下
、
そ
の
骨
子
を
記
す

こ
と
と
す
る
。

二　

文
明
開
化
期
に
お
け
る
肉
食
受
容
の
特
徴

　

肉
食
は
米
食
と
並
ん
で
日
本
の
食
生
活
を
語
る
う
え
で
重
要
で
あ

る
。
神
戸
牛
に
代
表
さ
れ
る
高
級
肉
が
世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て

い
る
一
方
で
、
経
済
水
準
に
比
し
て
小
さ
い
食
肉
消
費
量
は
日
本
の

食
生
活
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

図
（
は
一
八
九
四
～
一
九
四
〇
年
の
牛
豚
枝
肉
重
量
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
多
少
の
振
幅
は
あ
る
も
の
の
、
近
代
を
通
じ
て
の
順
調

な
増
加
が
一
見
し
て
分
か
る
。
牛
肉
・
豚
肉
の
別
に
留
意
す
る
と
、
次

の
二
点
が
言
え
よ
う
。
ま
ず
、
近
代
に
お
け
る
肉
食
が
牛
肉
を
主
役

と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
、
次
に
、
一
九
二
〇
～
四
〇
年
頃
に
は
、
牛

枝
肉
量
の
増
加
は
鈍
化
し
、
枝
肉
量
の
増
加
は
主
に
豚
肉
の
増
加
に

依
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
豚
肉
の
急
伸
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
九
三

六
年
の
た
だ
一
年
を
除
き
、
牛
枝
肉
量
が
豚
枝
肉
量
を
上
回
っ
て
い

る
。
肉
食
の
消
費
形
態
に
お
い
て
も
量
的
側
面
に
お
い
て
も
、
牛
肉

こ
そ
が
肉
食
の
近
代
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
、
牛
肉

食
を
中
心
に
、
近
代
日
本
の
肉
食
拡
大
過
程
を
検
討
す
る
。

　

重
要
な
先
行
研
究
と
し
て
、
原
田
信
男
氏
の
『
歴
史
の
な
か
の
米

と
肉
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
政
策
的
に
稲

作
に
力
点
が
置
か
れ
肉
食
が
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
追
っ
た
研

究
で
あ
る
。
大
化
の
改
新
に
よ
っ
て
成
立
し
た
中
央
集
権
国
家
は
、
殺

生
禁
断
思
想
を
伴
う
仏
教
を
国
家
鎮
護
の
柱
に
据
え
、
班
田
収
授
法

を
根
幹
と
す
る
租
税
体
系
を
確
立
、
稲
作
に
基
盤
を
求
め
た
。
中
世
、

近
世
を
通
し
て
「
天
皇
が
司
る
聖
な
る
米
」
と
「
対
置
さ
れ
排
除
さ
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れ
る
肉
」
と
い
う
構
図
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
、
政
治
秩
序
、

社
会
規
範
、
農
業
生
産
力
、
国
家
領
域
、
な
ど
の
変
化
と
絡
め
て
立

体
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
分
析
の
中
心
は
中
世
で
あ
り
、
近

代
の
肉
食
に
つ
い
て
は
天
皇
に
よ
る
欧
米
モ
デ
ル
の
肉
食
解
禁
と
い

う
通
説
に
ほ
ぼ
の
っ
と
っ
て
い
る
。

　

生
活
の
連
続
性
と
食
行
動
の
身
体
性
を
考
え
る
と
き
、
政
治
権
力

に
よ
る
突
然
の
舵
切
だ
け
で
は
、
説
得
力
に
欠
け
よ
う
。
肉
食
禁
忌

が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
近
世
に
お
い
て
も
薬
喰
と
い
う
抜
け
道
が
存
在

し
た
こ
と
は
、
原
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
。
原
田
氏
は
、
実
生
活
内

で
は
薬
喰
と
称
し
て
肉
を
食
べ
る
と
い
う
「
本
音
」
と
肉
食
禁
忌
と

い
う
「
建
前
」
と
の
使
い
分
け
の
中
で
、
そ
れ
で
も
肉
食
忌
避
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
内
面
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
「
こ
こ
ろ
」
の
側
か
ら
近

世
に
お
け
る
肉
食
を
分
析
し
て
い
る
。
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
に

つ
い
て
は
、
肉
食
が
解
禁
さ
れ
た
反
面
、
内
面
化
さ
れ
た
肉
食
忌
避

感
が
屠
畜
や
内
臓
食
へ
の
差
別
と
云
う
形
で
残
っ
た
と
い
う
「
こ
こ

ろ
」
の
面
に
お
け
る
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
し
か
に
貴
重
な

指
摘
で
あ
る
が
、
視
点
を
変
え
て
生
産
・
供
給
か
ら
見
る
と
、
近
世

と
近
代
の
あ
い
だ
に
は
断
絶
が
あ
ろ
う
。
近
世
の
薬
喰
は
狩
猟
獣
肉

が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
近
代
以
降
の
肉
食
は
、
狩
猟
獣

肉
で
は
な
く
畜
肉
（
中
で
も
牛
肉
（
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
近

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1894 97 1900 03 06 09 12 15 18 21 24 27 30 33 36 39

牛豚合計

牛枝肉量

豚枝肉量

図1　牛豚枝肉重量（1894～1940年）

（万t）

（年）

出典：農政調査委員会編『改訂日本農業基礎統計』1977年265頁より作成。
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世
以
前
の
狩
猟
獣
肉
食
か
ら
近
代
の
畜
肉
食
へ
の
転
換
に
は
、
新
た

に
畜
肉
生
産
・
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
点
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
生
産
・
供
給
面
か
ら
近
代
の
肉
食
を
考
え
る
際
、
い

く
つ
か
の
画
期
が
あ
る
。
第
一
の
画
期
は
、
明
治
初
年
、
文
明
開
化

期
で
あ
る（（3
（

。

　

明
治
新
政
府
は
、
欧
米
諸
国
と
の
文
化
的
同
質
を
示
し
不
平
等
条

約
改
正
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
外
交
上
の
目
的
の
た
め
数
々
の
欧
化

政
策
を
と
っ
た
が
、
食
に
お
い
て
は
肉
食
の
「
解
禁
」、
奨
励
が
な
さ

れ
た
。
一
八
七
二
年
一
月
に
報
道
さ
れ
た
天
皇
に
よ
る
肉
食（（4
（

が
、
そ

れ
を
象
徴
す
る
と
い
う
の
が
通
説
的
理
解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
政

府
が
肉
食
と
い
っ
た
と
き
想
定
し
て
い
た
の
は
西
洋
料
理
で
あ
る
の

に
対
し
、
実
際
に
文
明
開
化
の
象
徴
と
し
て
広
く
食
さ
れ
た
の
は
、
牛

鍋
と
い
う
在
来
の
調
理
方
法
・
喫
食
法
に
牛
肉
と
い
う
新
た
な
食
材

を
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
牛
鍋
屋
に
集
う
人
び
と
を
活
写

し
た
戯
作
『
安
愚
楽
鍋
』
は
、
出
版
さ
れ
た
一
八
七
一
～
七
二
年
に

た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
牛
鍋
ブ
ー
ム
と
い
え
る
状
況
が
見

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
肉
食
が
、「
欧
米
文
化
の
受

容
」、「
上
か
ら
の
肉
食
導
入
」
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
複
層
性
を
も
っ

て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
（
牛
（
肉
食
忌
避
か
ら
一
転
、
文
明
開
化
期
の
牛
鍋

ブ
ー
ム
を
可
能
に
し
た
の
は
、「
理
」
と
「
美
味
」
で
あ
っ
た
。
西
洋

イ
メ
ー
ジ
と
の
結
び
つ
き
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
方
で
は
い
ま
だ
残
る
攘
夷
の
空
気
の
中
、
強

力
な
肉
食
反
対
の
論
拠
に
も
な
り
え
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。
そ

の
た
め
窮
理
学
の
流
行
と
い
う
時
代
の
雰
囲
気
を
背
景
に
、
い
っ
た

ん
「
理
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
肉
食
は
た
ん

な
る
西
洋
の
真
似
を
超
え
て
「
自
然
の
道
理
」
と
さ
れ
、
人
が
健
や

か
で
い
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
ま

た
、
西
洋
イ
メ
ー
ジ
と
の
結
び
つ
き
や
「
理
」
に
よ
る
説
明
が
観
念

的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
美
味
」
は
直
接
に
感
覚
に
訴
え
る
も

の
で
あ
り
、
肉
食
受
容
に
際
し
て
も
っ
と
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
明
開
化
期
の
肉
食
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
牛
鍋
・
西
洋
料
理
の

み
が
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
辻
売
の
煮
込

0

0

0

0

0

（
牛

鍋
や
西
洋
料
理
の
よ
う
に
店
内
で
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
露
店
で
立
ち
食

い
す
る
煮
込
ん
だ
肉
（
と
い
う
形
態
が
存
在
し
た
。
辻
売
の
煮
込
は
、

い
つ
の
も
の
だ
か
分
ら
な
い
ほ
ど
古
い
肉
に
犬
や
馬
の
肉
ま
で
混
ざ
っ

て
い
る
な
ど
と
言
わ
れ
、
牛
鍋
屋
に
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
貧
乏
人

が
食
べ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
肉
食
で
あ
り
な
が
ら
も
牛
鍋
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ブ
ー
ム
期
に
あ
っ
て
さ
え
開
化
イ
メ
ー
ジ
と
は
結
び
つ
か
ず
、
下
等

な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　

階
層
差
を
持
ち
な
が
ら
、
鍋
と
い
う
在
来
の
調
理
法
を
主
体
に
受

容
さ
れ
た
点
は
、
日
本
的
な
肉
食
受
容
の
特
徴
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

こ
の
牛
鍋
ブ
ー
ム
を
支
え
た
の
は
、
広
範
に
存
在
し
た
役
牛
で
あ
っ

た
。
使
役
後
に
肉
用
に
転
用
す
る
こ
と
で
、
牛
肉
需
要
を
ま
か
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
画
期
は
、
日
露
戦
争
で
あ
る
。
軍
需
の
増
大
は
国
内
の
役

牛
に
基
盤
を
置
く
牛
肉
供
給
体
制
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
限
界
を
補
う
新
た
な
供
給
源
は
、
朝
鮮
半
島
に
ま
で
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
国
内
で
は
滋
賀
県
に
お
い
て
よ
り

脂
肪
質
で
軟
ら
か
な
肉
質
を
求
め
て
肥
育
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り（（5
（

、

牛
肉
の
質
的
多
様
化
が
見
ら
れ
た
。
次
章
で
は
二
つ
目
の
画
期
以
降

の
朝
鮮
牛（（6
（

の
輸
移
入
に
つ
い
て
、
食
生
活
の
側
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農

業
の
あ
り
よ
う
や
植
民
地
と
い
っ
た
広
が
り
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ

と
で
、
食
生
活
史
研
究
の
持
ち
う
る
射
程
を
示
し
た
い
。

　

牛
肉
食
の
拡
大
に
つ
い
て
、「
牛
肉
消
費
は
、
人
口
の
増
加
や
食
肉

習
慣
の
普
及
で
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
急
速
に
伸
び

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。（
中
略
（
そ
の
後
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
好

況
時
の
大
正
五
年
に
は
、
五
万
二
、
四
〇
〇
ト
ン
に
増
大
、
国
内
で

生
産
す
る
牛
肉
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
り
、
朝
鮮
の
み
で
な
く
青
島

か
ら
も
輸
入
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（

（7
（

と
さ
れ
る
が
、
量
的
側

面
か
ら
の
み
捉
え
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
う
し
た
肉
食
の
拡

大
を
支
え
た
牛
肉
供
給
体
制
の
変
化
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
政
治
的
・
文
化
的
・
経
済
的

文
脈
の
な
か
で
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

三　

日
露
戦
後
の
牛
肉
需
要
拡
大
と
朝
鮮
牛

　

一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
耕
耘
機
が
普
及
す
る
ま
で
、
牛
は
肉
専

用
と
し
て
は
存
在
せ
ず
、
五
～
一
〇
年
の
使
役
期
間
を
経
た
後
肉
用

に
転
用
さ
れ
る
役
肉
兼
用
と
し
て
飼
養
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

肉
用
屠
牛
数
の
増
加
は
そ
の
ま
ま
使
役
牛
の
減
少
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
実
際
、
日
露
開
戦
前
五
年
（
一
八
九
九
～
一
九
〇
三
（
の
平
均
年

間
屠
牛
頭
数
は
約
二
〇
万
頭
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
〇
四
年
に
は
二

八
万
頭
超
と
急
増
す
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
牛
飼
養
頭
数
は
一
九
〇

三
年
の
一
二
五
万
頭
か
ら
一
一
七
万
頭
へ
と
落
ち
込
ん
だ
。

頃
日
は
出
征
軍
隊
に
供
給
す
る
缶
詰
用
の
た
め
多
大
の
屠
牛
を

要
し
ま
す
。（
中
略
（
縦
令
有
る
限
り
の
牛
を
用
ふ
れ
ば
軍
隊
の

供
給
は
事
足
る
と
す
る
も
、
斯
く
て
は
耕
運マ
マ

上
に
事
を
欠
き
、

由
々
し
き
大
事
を
惹
き
起
す
こ
と
は
火
を
み
る
よ
り
も
明
か
で
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あ
り
ま
す
。（
中
略
（
因
州
や
作
州
辺
で
は
日
露
交
戦
開
始
以
来

食
用
牛
の
売
買
益
々
頻
繁
で
、
之
が
為
め
価
格
は
頓
に
昂
騰
し
、

従
来
牝
牛
一
頭
六
十
円
位
の
も
の
は
九
十
円
乃
至
百
円
に
上
り

ま
し
た
が
、
農
家
は
為
め
に
非
常
の
困
難
を
来
た
し
、
中
等
以

下
の
農
家
に
て
は
到
底
自
ら
飼
牛
し
て
農
耕
を
為
す
能
は
ず（（8
（

　

こ
の
戦
時
に
伴
う
大
量
屠
牛
は
、
農
業
の
危
機
と
し
て
影
響
し
た

の
で
あ
る
。「
価
格
昂
騰
の
主
因
は
第
一
軍
需
品
に
あ
り
」（

（9
（

と
、
兵
食

の
た
め
の
直
接
的
軍
需
が
大
き
か
っ
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
馬
使
役

地
帯
で
の
馬
匹
徴
発
の
影
響
を
受
け
て
の
使
役
牛
需
要
増
加
や
、
ロ

シ
ア
人
捕
虜
の
収
容
、
商
人
ら
に
よ
る
投
機
的
買
占
め
な
ど
、
戦
争

の
間
接
的
な
影
響
も
あ
っ
た（（0
（

。

　

し
か
も
こ
の
大
量
屠
牛
は
戦
時
の
み
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人

口
増
加
や
経
済
成
長
か
ら
、
慢
性
的
な
不
足
状
態
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
た
の
だ
。
今
や
国
内
の
役
牛
頼
み
の
牛
肉
供
給
体
制
で
は
需

要
を
満
た
し
き
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
浮

上
し
た
の
が
、
朝
鮮
半
島
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
生
牛
・
牛
肉

輸
入
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
は
、
冷
凍
と
い
う
新
し
い
技

術
を
利
用
し
て
凍
肉
輸
入
が
試
み
ら
れ
た
が
、
技
術
上
の
難
点
、
嗜

好
の
違
い
な
ど
か
ら
牛
肉
供
給
不
足
を
埋
め
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
っ

た
。

　

朝
鮮
半
島
か
ら
の
生
牛
輸
入
は
、
牛
疫
の
持
込
み
（
次
節
で
詳
述
す

る
（
と
い
う
問
題
が
あ
り
な
が
ら
も
、
牛
肉
供
給
の
一
角
を
担
う
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
図
（
（。

（
1
）　

生
牛
輸
移
入
と
牛
疫
問
題

　

朝
鮮
牛
輸
入
は
、
生
体
の
移
動
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
点
に
そ
の

重
要
な
特
色
が
あ
る
。
生
体
で
の
移
動
は
、
防
疫
上
の
観
点
か
ら
、
問

題
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
牛
輸
入
の
本
格
化
す
る
以
前
、
一

八
九
二
年
時
に
既
に
、
朝
鮮
半
島
で
流
行
し
た
牛
疫
が
日
本
に
侵
入

し
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
は
「
牛
疫
の
常
在
地
」（

（（
（

と
目

さ
れ
て
お
り
、
一
八
九
二
年
以
降
、
日
露
開
戦
前
の
一
九
〇
三
年
ま

で
に
七
度
の
牛
疫
侵
入
に
悩
ま
さ
れ
た
。

　

一
八
九
二
年
の
牛
疫
上
陸
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
韓

国
で
は
す
で
に
一
八
九
一
年
七
月
か
ら
牛
疫
流
行
が
み
ら
れ
、
元
山

及
び
仁
川
領
事
か
ら
報
告
、
一
八
九
二
年
一
月
に
な
っ
て
農
商
務
省

訓
令
が
出
さ
れ
た
。「
仁
川
よ
り
輸
出
し
た
る
牛
皮
の
七
八
分
は
悉
く

疫
牛
皮
な
れ
ば
該
地
方
よ
り
輸
入
す
る
牛
皮
に
就
て
は
十
分
警
戒
を

加
へ
該
病
侵
入
せ
ざ
る
様
注
意
す
べ
し
」（

（（
（

と
、
年
間
一
〇
〇
万
斤
以

上
（
（3
（

輸
入
さ
れ
て
い
た
牛
皮
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
生
牛
に
関
し
て

は
、
輸
入
一
〇
〇
〇
頭
未
満
と
少
な
か
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
注
意
が
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払
わ
れ
て
い
な
い
。
獣
疫
調
査
所
長
を
務
め
た
山
脇
圭
吉
は
、「
之
を

今
日
か
ら
見
る
と
、
寧
ろ
滑
稽
の
沙
汰
と
も
思
は
る
る
価
値
の
な
き

も
の
あ
る
」
と
一
蹴
し
、「
尤
も
当
時
は
朝
鮮
は
一
独
立
国
で
あ
り
、

又
支
那
の
勢
力
下
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
相
互
防
疫
上
の
協
調

と
云
ふ
こ
と
は
云
ふ
べ
く
し
て
行
れ
る
は
ず
も
な
く
、
結
局
本
邦
商

へ
告
諭
方
程
度
以
上
に
手
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
は
、
致

し
方
も
な
か
ら
う
（
後
略
（」（

（4
（

と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
牛
疫
流
行
を
き
っ
か
け
に
、
一
八
九
六
年
の
獣
疫
予
防
法
制

定
に
至
る
。
さ
ら
に
翌
一
八
九
七
年
に
は
牛
疫
検
疫
規
則
が
交
付
さ

れ
る
。
獣
疫
・
牛
疫
流
行
地
か
ら
の
輸
入
獣
に
対
す
る
検
疫
を
行
う

体
制
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
露
開
戦
後
の
一
九
〇
四
年
五
月
の
牛
疫
検
疫
規
則
改
正
で
は
、
神

戸
・
長
崎
二
港
に
限
定
さ
れ
て
い
た
検
疫
港
に
、
横
浜
、
下
関
、
厳

原
の
三
港
が
加
え
ら
れ
た
。
す
で
に
一
九
〇
一
年
、
山
陽
鉄
道
が
下

関
ま
で
開
通
し
て
お
り
、
下
関
は
、
釜
山
か
ら
の
海
路
と
本
州
鉄
路

と
の
結
節
点
と
し
て
、
朝
鮮
牛
の
国
内
取
引
・
流
通
の
拠
点
と
し
て

の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た（（5
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
輸
移
入
港
で
の
検
疫
制
度
が
整
備
さ
れ
た
が
、
そ

れ
で
も
一
九
〇
八
年
に
再
び
朝
鮮
経
由
で
牛
疫
が
大
流
行
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
従
来
の
内
地
で
の
検
疫
日
程
二
〇
日
間
を
、
移
出
港
・

0
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80

100
（千頭）
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図2　朝鮮牛輸移入頭数（1901～40年）
（年）

出典：1901-04年は朝鮮総督府殖産局『朝鮮の畜産』1927年、1905年以降は『朝鮮総督府年報』各年より
　　作成。
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移
入
港
で
各
九
日
間
、
航
海
二
日
間
の
計
二
〇
日
間
と
い
う
形
に
分

散
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は 

一
九
〇
九
年
に
輸
出
牛
検
疫
法

と
し
て
法
制
化
さ
れ
、
釜
山
に
検
疫
所
が
設
置
さ
れ
た
。
二
重
検
疫

制
は
韓
国
併
合
後
の
一
九
一
五
年
、
朝
鮮
移
出
牛
検
疫
規
則
に
よ
り

廃
止
さ
れ
る
。
釜
山
に
て
一
八
～
二
〇
日
検
疫
を
受
け
た
後
、
内
地

で
は
視
診
の
み
へ
と
変
更
に
な
り
、
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
の
改
正
で

は
釜
山
で
の
検
疫
期
間
が
一
二
～
二
〇
日
へ
と
下
限
が
短
縮
さ
れ
よ

り
簡
便
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
検
疫
制
度
の
整
備
は
朝
鮮
牛

移
入
の
円
滑
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
一
五
年
に
は
お
よ

そ
一
万
頭
で
あ
っ
た
朝
鮮
牛
移
入
は
、
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
一
九
二

〇
年
に
は
六
万
頭
に
達
し
た
。

　

一
九
二
五
年
に
は
、
釜
山
に
加
え
て
、
仁
川
・
元
山
・
鎮
南
浦
・

城
津
に
も
検
疫
所
が
設
置
さ
れ
、
移
出
環
境
が
よ
り
整
え
ら
れ
た
。

（
2
）　

役
牛
と
し
て
の
朝
鮮
牛

　

朝
鮮
牛
が
屠
肉
で
は
な
く
生
牛
と
い
う
形
で
移
入
さ
れ
た
の
は
、
役

牛
と
し
て
の
利
用
価
値
が
高
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
た
の

は
、
朝
鮮
牛
の
特
色
で
あ
る
。

一　

性
質
極
め
て
静
温
順
良
に
し
て
制
御
し
易
き
こ
と　

二　

性

能
怜
悧
に
し
て
能
く
命
令
を
守
り
仕
事
に
堪
能
な
る
こ
と　

三　

体
格
偉
大
、
体
質
強
健
に
し
て
罹
病
少
な
き
こ
と　

四　

厳
寒

酷
暑
風
雨
に
も
侵
さ
れ
ざ
る
こ
と　

五 

粗
食
に
堪
へ
飼
養
管
理

の
手
数
を
省
く
こ
と　

六　

生
産
費
少
な
く
牛
価
の
極
め
て
低

廉
な
る
こ
と　

七 

体
力
及
四
肢
は
強
く
殊
に
蹄
壁
堅
牢
に
し
て

劇
役
に
耐
久
す
る
こ
と　

八　

肥
え
い
性
に
富
み
経
済
的
に
肥

養
を
施
し
得
べ
き
こ
と　

九　

受
胎
力
の
旺
盛
な
る
こ
と　

一

〇　

負
担
及
輓
曳
力
強
く
歩
行
も
比
較
的
速
か
な
る
こ
と　

一

一　

乳
用
種
改
良
の
地
盤
と
し
て
適
当
な
る
こ
と　

一
二　

犢

牛
は
痘
苗
用
と
し
て
最
も
適
当
な
る
こ
と（（6
（

　

一
～
七
、
一
〇
は
役
牛
と
し
て
の
適
性
と
言
え
る
。
使
い
や
す
い

こ
と
（
一
、
二
（、
丈
夫
で
強
い
こ
と
（
三
、
四
、
七
、
一
〇
（、
経
済

性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
（
五
、
六
（、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
役
牛
適
性

を
持
つ
朝
鮮
牛
は
内
地
農
家
に
歓
迎
さ
れ
た
。
輸
移
入
さ
れ
た
朝
鮮

牛
は
す
ぐ
に
肉
用
に
な
る
の
で
は
な
く
、
内
地
農
家
で
使
役
さ
れ
た

後
、
肉
用
に
回
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
に
は
、
内
地
で
飼
養

さ
れ
る
朝
鮮
牛
が
、
二
〇
万
頭
を
超
え
た（（7
（

。
総
飼
養
頭
数
が
一
四
二

万
頭
余
り
、
乳
牛
を
除
く
と
お
よ
そ
一
一
三
万
頭（（8
（

な
の
で
、
内
地
で

飼
養
さ
れ
て
い
た
乳
牛
を
除
く
牛
の
一
七
・
七
％
、
お
よ
そ
六
頭
に

一
頭
が
朝
鮮
牛
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　

府
県
別
の
飼
養
牛
種
別
頭
数
を
示
し
た
の
が
、
図
3
で
あ
る
。
府
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県
に
よ
っ
て
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
分
か
る
。

飼
養
朝
鮮
牛
の
絶
対
数
で
み
れ
ば
、
山
口
、
兵
庫
、
香
川
、
大
阪
、
高

知
と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
牛
使
役
地
帯
に
多
い
。
し
か
し
比
率
で
み

る
と
、
牛
飼
養
の
伝
統
が
あ
っ
た
西
日
本
で
は
な
く
、
東
日
本
に
お

い
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
栃
木
県
は
、
総
飼
養
頭
数
二
一

七
二
頭
の
う
ち
、
乳
用
が
六
〇
％
以
上
の
一
三
三
二
頭
、
残
り
八
四

〇
頭
の
う
ち
八
一
二
頭
が
朝
鮮
牛
と
な
っ
て
い
る（（9
（

。
乳
用
を
除
く
牛

の
実
に
九
六
・
七
％
を
朝
鮮
牛
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
と
も
と
馬
耕
地
帯
だ
っ
た
の
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
で

物
価
が
高
騰
す
る
と
、
農
馬
価
格
も
急
騰
し
「
中
産
以
下
の
農
家
に

在
て
は
容
易
に
農
馬
を
購
入
す
る
能
は
ざ
る
」（

30
（

状
況
を
出
来
し
た
。
そ

こ
で
、
代
替
と
し
て
導
入
が
進
ん
だ
の
が
朝
鮮
牛
で
あ
っ
た
の
だ
。
栃

木
県
に
お
け
る
朝
鮮
牛
導
入
の
嚆
矢
は
、
日
露
戦
争
後
、
一
九
〇
七

年
に
開
始
さ
れ
た
県
農
会
に
よ
る
畜
牛
共
同
購
入
補
助
で
あ
る
。
第

一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
て
、
一
九
一
六
～
一
七
年
ご
ろ
か
ら
は
民

間
会
社
に
よ
る
朝
鮮
牛
移
入
も
行
わ
れ
始
め
た
。
こ
う
し
て
朝
鮮
牛

頭
数
は
急
拡
大
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
乳
用
牛
を
除
い
た
牛
の
ほ

と
ん
ど
が
朝
鮮
牛
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

　

西
日
本
は
牛
使
役
地
帯
が
多
く
、
地
域
に
よ
っ
て
独
自
の
牛
の
好

み
が
存
在
し
、
中
国
山
地
の
牛
生
産
地
帯
か
ら
の
流
通
経
路
が
確
立
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図3　各府県種別牛飼養頭数（1925年）
出典：農林省畜産局『畜産彙纂第 9号　本邦内地に於ける朝鮮牛』1927年63～66頁より作成。
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し
て
い
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
や
兵
庫
県
な
ど
で
は
脂
肪
交
雑
を
目
的

と
す
る
高
度
な
肥
育
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
牛
は
赤
身
が
ち
で

あ
り
、
こ
う
し
た
高
級
肉
生
産
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
。
西
日
本

に
お
け
る
朝
鮮
牛
比
率
の
比
較
的
低
位
は
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て

説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

朝
鮮
牛
輸
入
が
本
格
化
し
だ
し
た
当
初
は
、「
其
過
度
に
使
役
す
る

結
果
と
繁
殖
力
の
劇
し
い
結
果
と
は
著
し
く
肉
用
と
し
て
の
価
値
を

減
じ
て
、
大
牢
の
滋
味
な
ど
と
云
ふ
事
は
到
底
朝
鮮
牛
に
は
望
め
な

い
」（

3（
（

と
い
う
よ
う
に
、
使
役
後
の
肉
用
と
し
て
の
価
値
は
在
来
牛
と

比
し
て
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
る

と
、
肉
用
と
し
て
の
評
価
が
上
昇
し
た
。

朝
鮮
牛
と
雖
も
，
相
当
の
飼
養
法
を
施
し
た
る
後
，
肉
用
と
せ

ば
，
其
肉
味
佳
良
な
り
と
す
．
見
よ
，
朝
鮮
牛
が
内
地
に
移
入

せ
ら
れ
た
る
当
時
は
，
贏
痩
骨
立
せ
る
も
，
農
家
に
飼
養
せ
ら

る
ゝ
こ
と
，
数
月
に
し
て
，
営
養
恢
復
し
，
次
第
に
脂
肪
沈
着

し
，
後
に
至
り
て
肉
用
に
供
せ
ば
，
良
肉
を
得
る
を
見
て
之
れ

を
知
る
べ
し（3（
（

内
地
で
の
使
役
期
間
に
肉
付
き
が
改
善
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

戦
前
の
牛
肥
育
に
つ
い
て
、「
そ
の
肥
育
過
程
で
の
役
利
用
が
か
な

り
主
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
肥
育
技
術
も
低
く
、
い
わ
ゆ
る
『
飼

い
直
し
』
の
域
を
出
な
い
短
期
肥
育
が
主
体
で
あ
っ
た
」（

33
（

と
い
う
よ

う
な
使
役
と
肥
育
と
を
対
立
さ
せ
る
評
価
は
、
現
代
的
に
過
ぎ
る
。
生

体
で
移
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
牛
を
飼
養
し
て
い
な
か
っ

た
地
域
や
農
家
が
新
た
に
朝
鮮
牛
で
牛
耕
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
使
役
期
間
は
廃
役
後
の
肉
牛
と
し
て
の
価
値
を
高
め

る
、
肥
育
の
前
段
階
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
役
肉
兼

用
と
い
う
当
時
の
牛
の
利
用
形
態
に
適
合
し
た
の
が
、
朝
鮮
牛
移
入

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
3
）　

畜
牛
改
良
増
殖
方
針

　

一
九
一
二
年
、
畜
牛
改
良
増
殖
に
関
す
る
通
牒
等
が
、
相
次
い
で

示
さ
れ
た（34
（

。

　

そ
こ
で
は
、
牛
が
、
農
業
経
営
上
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
重
要
な

輸
移
出
産
品
で
あ
る
こ
と
の
二
点
か
ら
、
改
良
増
殖
の
必
要
が
説
か

れ
た
。
内
地
で
は
洋
種
を
導
入
す
る
こ
と
で
大
型
化
が
目
指
さ
れ
た

が
、
朝
鮮
で
選
ば
れ
た
の
は
在
来
牛
に
よ
る
改
良
で
あ
っ
た
。
種
牡

牛
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、「
北
部
産
」（

35
（

、「
体
格
健
全
、
性
質
善
良
に

し
て
、
後
軀
の
発
育
充
分
な
る
朝
鮮
牛
」（

36
（

が
良
し
と
さ
れ
た
。
北
部

産
牛
は
南
部
産
牛
と
比
べ
る
と
概
し
て
大
型
で
あ
っ
た
。「
性
質
善

良
」
と
い
う
条
件
は
、
使
役
の
際
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。「
後
軀
の



127

発
育
」
は
、
使
役
の
後
、
肉
用
に
転
じ
た
時
に
重
要
な
要
件
で
あ
る
。

　

一
九
一
〇
年
に
は
約
七
〇
万
頭
で
あ
っ
た
朝
鮮
の
牛
飼
養
頭
数
は
、

内
地
へ
の
大
量
の
移
出
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
一
五
年
に
一
三
五
万

頭
、
一
九
二
〇
年
に
一
四
九
万
頭
と
順
調
に
増
加
し
た（37
（

。
数
の
面
で

は
、
畜
牛
改
良
増
殖
政
策
は
、
成
功
を
収
め
た
と
い
え
る（38
（

。

　

一
九
二
一
年
、
中
央
常
設
家
畜
市
場
長
、
朝
鮮
牛
移
入
会
社
社
長

な
ど
の
連
名
で
、
衆
院
議
長
宛
に
朝
鮮
牛
改
良
に
関
す
る
請
願
が
出

さ
れ
た
。

我
国
畜
牛
の
情
態
は
需
要
供
給
其
の
平
均
を
失
ひ
常
に
畜
牛
に

不
足
を
訴
へ
近
年
朝
鮮
よ
り
は
一
ヶ
年
間
五
万
頭
支
那
青
島
よ

り
も
生
肉
と
活
牛
を
合
わ
せ
一
ヶ
年
二
万
頭
余
を
移
輸
入
致
し

以
て
其
の
不
足
を
補
ひ
つ
ゝ
有
之
候
も
漫
然
此
儘
に
観
過
せ
ん

か
近
き
将
来
に
於
て
畜
牛
自
給
自
足
の
点
に
達
せ
ん
こ
と
は
不

可
能
に
有
之
候
然
る
に
朝
鮮
産
牛
は
天
性
蕃
殖
力
に
富
み
身
体

健
全
に
し
て
労
働
に
堪
へ
粗
食
に
甘
ん
じ
加
ふ
る
に
肉
質
美
味

に
し
て
農
家
に
飼
育
し
最
も
有
利
な
る
畜
牛
に
有
之
候
得
共
如

何
せ
ん
朝
鮮
の
農
家
は
其
の
飼
養
不
完
全
に
し
て
直
ち
に
肉
用

に
供
す
る
こ
と
能
は
ず
内
地
移
入
後
一
二
年
肥
育
の
上
始
め
て

肉
用
に
供
し
候
亦
牡
牛
は
支
那
と
反
し
朝
鮮
に
於
て
は
更
に
睾

丸
を
除
去
せ
ざ
る
が
為
め
肉
の
発
達
不
良
に
し
て
肉
質
に
欠
点

有
之
候
の
み
な
ら
す
其
の
肉
量
も
発
達
不
致
候
（
中
略
（
朝
鮮

総
督
府
に
於
て
一
層
畜
牛
蕃
殖
の
業
を
民
間
に
奨
励
せ
ら
れ
肥

育
法
を
宣
伝
指
導
し
種
用
外
の
牛
に
去
勢
術
を
励
行
せ
ら
れ
候

得
者
数
年
に
し
て
鮮
牛
は
改
良
発
達
し
生
肉
活
牛
共
に
内
地
に

移
入
し
支
那
産
牛
の
輸
入
を
仰
か
ず
果
し
て
畜
牛
自
給
自
足
の

目
的
を
達
せ
ら
る
べ
く
期
待
仕
候
間
何
卒
相
当
の
方
法
を
設
定

し
大
に
朝
鮮
牛
改
良
発
展
の
速
進
を
図
ら
れ
候
様
致
度
此
段
奉

請
願
候
也（39
（

　

第
一
次
世
界
大
戦
内
で
行
わ
れ
た
日
独
戦
争
に
よ
っ
て
膠
州
湾
租

借
地
を
獲
得
し
、
中
国
山
東
省
か
ら
の
生
牛
・
牛
肉
輸
入
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
輸
移
入
に
頼
る
牛
肉
供
給
状
況

を
危
惧
し
て
い
る
。
朝
鮮
牛
の
改
良
、
繁
殖
、
肥
育
に
よ
っ
て
自
給

を
目
指
す
と
い
う
点
か
ら
、
食
料
自
給
が
帝
国
圏
で
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
朝
鮮
を
植
民
地
と
す
る
こ
と
で
、
防
疫
上
の
問

題
改
善
が
可
能
と
な
り
、
内
地
へ
の
生
牛
移
出
を
確
保
す
る
た
め
の

畜
牛
改
良
増
殖
も
成
功
し
、
か
つ
そ
れ
が
食
料
自
給
と
い
う
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

（
4
）　

軍
隊
の
牛
肉

　

日
本
の
近
代
は
、「
戦
後
が
戦
前
だ
っ
た
社
会
」（

40
（

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
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戦
争
が
相
次
ぐ
緊
張
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
近
代
栄
養
学
は
兵
食
と

し
て
、
大
量
の
牛
肉
を
要
求
し
た
が
、
朝
鮮
牛
は
そ
の
重
要
な
供
給

源
で
あ
っ
た
。

本
廠
（
陸
軍
糧
秣
本
廠
（
一
ヶ
年
の
牛
肉
消
費
は
枝
肉
と
し
て
約

三
〇
万
貫
内
外
の
も
の
で
、
其
大
部
分
は
朝
鮮
牛
を
移
入
し
て

い
る
、
勿
論
内
地
の
牛
肉
に
比
較
し
て
、
安
価
で
あ
る
点
に
於

て
で
あ
る
こ
と
は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
、
平
時
は
兎
に
角
と
し
て
、

戦
時
に
至
つ
て
は
自
給
自
足
は
絶
対
に
望
ま
れ
な
い
の
が
洵
に

遺
憾
で
あ
る
、
こ
の
点
か
ら
考
慮
し
、
内
地
に
牛
肉
を
奨
励
し

て
、
量
の
多
い
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
（
一
缶

詰
方
面
か
ら
見
て
も
、
魚
肉
の
缶
詰
は
其
新
鮮
の
度
に
於
て
短

日
の
間
に
変
化
し
易
い
と
い
ふ
、
頗
る
不
利
な
立
場
に
置
か
れ

て
あ
る
が
、
牛
肉
に
於
て
は
こ
れ
に
反
し
牡
牛
肉
の
如
き
は
寧

ろ
缶
詰
と
し
て
相
当
の
年
月
を
経
た
も
の
が
肉
質
を
軟
（
マ
マ
（く

し
て

嗜
好
に
適
す
る
の
で
あ
る（4（
（

　

価
格
が
安
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
肉
質
も
缶
詰
に
好
適
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
缶
詰
に
す
る
際
に
煮
込
む
と
、
せ
っ
か
く
の
脂
肪
分

は
溶
解
し
目
減
り
し
て
し
ま
う（4（
（

。
そ
の
た
め
、
牝
牛
よ
り
も
牡
牛
、
若

牛
よ
り
も
老
牛
、
在
来
牛
よ
り
も
朝
鮮
牛
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「（
（
（役
牛
と
し
て
の
朝
鮮
牛
」
で
触
れ
た
肉
牛
と
し
て
の
朝
鮮
牛
評

価
は
、
民
需
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
民
需
で
は
、
脂
肪
の
多
い
、
軟

ら
か
い
肉
が
好
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
牛
鍋
・
す
き
や
き
と

い
っ
た
鍋
料
理
を
頂
点
と
す
る
消
費
形
態
が
評
価
基
準
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
同
じ
牛
肉
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
に
食
さ
れ
る
か

に
よ
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
品
質
は
異
な
っ
た
の
だ
。

　

日
露
戦
後
の
食
肉
消
費
量
を
兵
士
と
一
般
人
と
で
比
較
す
る
と
、
兵

士
は
一
般
人
の
約
一
八
倍
も
摂
取
し
て
お
り
、
ま
た
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー

や
カ
ツ
レ
ツ
と
い
っ
た
洋
食
の
地
方
へ
の
波
及
効
果
も
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（43
（

。

む
す
び
に

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
に
お
け
る
牛
肉
食
拡
大
過
程
は
、
政

治
、
経
済
、
生
活
文
化
、
農
業
、
輸
送
技
術
、
獣
医
学
、
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
系
と
絡
み
な
が
ら
展
開
を
み
た
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
牛
疫
問
題
が
、
牛
と
い
う
動
物
の
移
動
が
否
応
な

く
持
つ
問
題
で
あ
り
、
植
民
地
と
い
う
政
治
状
況
と
獣
医
学
、
疫
学

の
発
達
と
の
関
連
に
よ
っ
て
一
応
の
解
決
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
冷

蔵
・
冷
凍
と
い
う
新
技
術
や
鉄
道
敷
設
と
い
う
輸
送
技
術
の
展
開
が
、

朝
鮮
牛
移
入
の
拡
大
を
可
能
と
し
た
。
当
該
期
に
お
い
て
、
農
業
生

産
手
段
と
し
て
の
牛
の
性
質
が
重
要
で
あ
り
、
牛
を
単
に
食
肉
供
給
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源
と
し
て
の
み
捉
え
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
、
役
牛
と
し

て
の
朝
鮮
牛
評
価
に
注
目
す
る
こ
と
で
示
し
た
。
畜
牛
改
良
増
殖
方

針
は
、
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
牛
の
持
つ
生
産
力
、
役
牛
と

し
て
の
経
済
性
と
い
っ
た
生
物
学
的
条
件
が
存
分
に
引
き
出
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
消
費
に
目
を
向
け

る
と
、
軍
隊
の
牛
肉
を
見
る
こ
と
で
、　

肉
質
の
差
と
消
費
形
態
と
の

関
連
、
栄
養
学
と
い
う
新
し
い
学
問
、
国
家
の
食
へ
の
介
入
と
い
っ

た
諸
相
が
見
え
て
く
る
。

　

こ
れ
ら
の
条
件
・
状
況
を
相
関
的
、
有
機
的
に
叙
述
で
き
た
と
は

言
い
難
い
が
、
近
代
の
肉
食
は
決
し
て
単
線
的
な
拡
大
路
線
に
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
前
述
し
た
諸
々
の
条
件
・
状
況
が
相
互
に
複
雑

に
絡
ま
る
中
で
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
了
解
さ
れ
よ
う
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
食
の
持
つ
複
層
性
を
掘
り
下
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
食
の
持
つ
複
層
性
と
は
、
例
え
ば
、
階
層
差
で
あ
り
、
地
域

性
で
あ
り
、
男
女
差
で
あ
る
。
な
か
で
も
地
域
性
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
従
来
の
食
研
究
が
事
例
の
羅
列
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
っ
た

こ
と
を
超
え
て
、
時
間
的
・
場
所
的
固
有
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
同

時
に
、
全
体
像
と
の
相
互
参
照
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
（
（　 http://kaidai.osaka-ue.ac.jp/kaidai3/index.php

　

一
九
五

一
年
以
降
に
発
表
さ
れ
た
経
済
史
・
経
営
史
を
中
心
と
す
る
歴
史

研
究
の
著
作
が
検
索
で
き
る
。
二
〇
一
二
年
八
月
現
在
、
論
文
八

万
八
五
六
八
件
、
図
書
五
万
七
三
四
件
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
（
（　
『
日
本
の
食
生
活
全
集
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
四
～

一
九
九
三
年
（。
全
五
〇
巻
。

（
3
（　

二
宮
宏
之
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』（
木
鐸
社
、
一
九

八
六
年
（
二
七
七
～
二
七
八
頁
。
初
出
は
『
飲
食
史
林
』（
第
二
号
、

一
九
八
〇
年
（。

（
4
（　

樋
口
清
之
『
日
本
食
物
史
─
食
生
活
の
歴
史
─
』（
柴
田
書
店
、

一
九
六
〇
年
（
三
三
～
三
四
頁
。

（
5
（　

ル
ー
ス
・
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
・
コ
ー
ワ
ン
『
お
母
さ
ん
は
忙
し
く

な
る
ば
か
り
─
家
事
労
働
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
社
会
史
─
』（
法
政

大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
（。

（
6
（　

藤
原
辰
史
『
ナ
チ
ス
の
キ
ッ
チ
ン
─「
食
べ
る
こ
と
」
の
環
境
史

─
』（
水
声
社
、
二
〇
一
二
年
（。

（
7
（　

前
掲
二
宮
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
二
七
九
頁
。

（
8
（　

フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
『
日
常
性
の
構
造
一　

物
質
文
明
・

経
済
・
資
本
主
義　

一
五
～
一
八
世
紀
一
─

一
』（
み
す
ず
書
房
、
一

九
八
五
年
（。

（
9
（　

ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
『
文
明
化
の
過
程
』（
法
政
大
学
出
版

局
、
二
〇
〇
四
年
（。

（
（0
（　

シ
ド
ニ
ー
・
ミ
ン
ツ
『
甘
さ
と
権
力
─
砂
糖
が
語
る
近
代
史
─
』

（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
（。

（
（（
（　

原
田
信
男
『
歴
史
の
な
か
の
米
と
肉
─
食
物
と
天
皇
・
差
別
─
』
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（
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
（。

（
（（
（　

前
掲
樋
口
『
日
本
食
物
史
─
食
生
活
の
歴
史
─
』
三
三
～
三
四

頁
。

（
（3
（　

拙
稿
「
近
代
日
本
に
お
け
る
肉
食
受
容
過
程
の
分
析
─
辻
売
、
牛

鍋
と
西
洋
料
理
─
」（『
農
業
史
研
究
』
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
（。

（
（4
（　

一
月
二
四
日
付
『
新
聞
雑
誌
』。「
我
が
朝
に
し
て
は
中
古
よ
り

以
来
肉
食
を
禁
ぜ
ら
れ
し
に
、
畏
れ
多
く
も
天
皇
謂
わ
れ
な
き
儀

に
思
し
召
し
、
自
今
肉
食
を
遊
ば
す
旨
宮
内
に
て
御
定
め
あ
り
た

り
」（
中
山
泰
昌
編
『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史　

第
一
巻　

維
新
大

変
革
期
』
本
邦
書
籍
、
一
九
八
二
年
、
四
二
九
頁
（。

（
（5
（　

拙
稿
「
滋
賀
県
に
お
け
る
牛
肥
育
の
形
成
過
程
─
戦
前
期
、
役

肉
兼
用
時
代
の
肥
育
論
理
─
」（『
農
林
業
問
題
研
究
』
第
四
六
巻

一
号
、
二
〇
一
〇
年
（。
使
役
段
階
を
肥
育
の
準
備
期
間
と
積
極
的

に
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
役
肉
牛
と
し
て
の
一
生
を
前
提

と
し
た
飼
養
方
法
が
模
索
さ
れ
た
。

（
（6
（　

本
稿
で
は
、
当
時
朝
鮮
半
島
に
生
息
し
て
い
た
在
来
牛
を
指
し

て
、
朝
鮮
牛
と
呼
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
言
う
「
和
牛
」
の
よ

う
に
種
の
固
定
が
な
さ
れ
た
も
の
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
地
域

差
、
個
体
差
の
大
き
な
牛
の
集
団
に
な
る
。「
朝
鮮
牛
の
経
歴
は
明

か
な
ら
ず
と
雖
も
未
だ
人
工
的
改
良
を
加
へ
ざ
る
一
の
天
然
種
に

属
し
其
体
格
は
地
方
に
よ
り
て
大
小
の
差
異
あ
れ
ど
も
骨
格
及
び

性
能
等
は
相
近
似
し
て
殆
ん
ど
同
一
な
り
と
す
」（
肥
塚
正
太
『
朝

鮮
之
産
牛
』
有
隣
堂
書
店
、
一
九
一
一
年
、
一
九
～
二
〇
頁
（。
概

し
て
北
部
・
西
部
の
牛
は
体
格
が
大
き
く
、
南
部
の
牛
は
小
さ
い
。

北
部
牡
四
・
二
三
～
四
五
尺
、
牝
三
・
七 

八
～
四
・
一
尺
。
南
部

牡
四
・
一
二
尺
、
牝
四
尺
未
満
と
い
う
数
字
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
（7
（　
「
牛
肉
の
歴
史
」
編
集
委
員
会
事
務
局
編
『
牛
肉
の
歴
史
』（
畜

産
振
興
事
業
団
、
一
九
七
八
年
（
三
六
頁
。

（
（8
（　

京
都
府
技
師
獣
医
学
士
古
川
元
直
「
畜
牛
家
の
覚
悟
」（
京
都
府

臨
時
郡
農
会
会
長
会
に
於
る
古
川
技
師
講
話
（（『
日
本
畜
牛
雑
誌
』

第
三
号
、
一
九
〇
五
年
一
月
（
一
九
頁
。

（
（9
（　

無
署
名
「
牛
の
騰
貴
と
需
給
」（『
日
本
畜
牛
雑
誌
』
第
七
号
、
一

九
〇
五
年
六
月
、
三
五
頁
（。

（
（0
（　

無
署
名
「
食
牛
漸
次
減
退
の
兆
」（『
日
本
畜
牛
雑
誌
』
第
七
号
、

一
九
〇
五
年
五
月
、
三
八
頁
（、
無
署
名
「
労
力
の
補
充
」（『
日
本

畜
牛
雑
誌
』
第
九
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
、
一
二
頁
（。
吹
浦
忠
正

『
捕
虜
た
ち
の
日
露
戦
争
』
に
よ
る
と
、
日
本
に
収
容
さ
れ
た
ロ
シ

ア
人
捕
虜
は
七
万
人
を
超
え
た
と
い
う
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二

〇
〇
五
年
、
一
六
四
頁
（。

（
（（
（　

山
脇
圭
吉
『
日
本
家
畜
防
疫
史
』（
文
永
堂
書
店
、
一
九
三
九

年
（
四
九
頁
。
以
下
、
特
筆
し
な
い
か
ぎ
り
、
防
疫
に
関
す
る
事

項
は
同
書
に
よ
る
。
た
だ
し
、「
朝
鮮
の
牛
疫
は
必
ず
常
在
病
に
あ

ら
ず
（
中
略
（
朝
鮮
に
於
け
る
牛
疫
頻
発
地
は
咸
鏡
北
道
に
し
て

所
謂
西
伯
利
亜
及
び
満
州
に
接
触
せ
る
方
面
な
り
」
と
の
指
摘
も

あ
る
（
前
掲
肥
塚
『
朝
鮮
之
産
牛
』
四
五
頁
（。

（
（（
（　

兵
庫
県
内
務
部
『
兵
庫
県
牛
疫
予
防
始
末
』（
一
八
九
三
年
（
一

〇
頁
。

（
（3
（　

一
八
八
八
～
一
八
九
二
年
の
五
年
間
。
一
八
九
一
年
の
一
一
三

万
六
二
七
二
斤
が
最
少
。
一
八
九
二
年
の
一
七
七
万
六
二
九
斤
が

最
高
。
大
蔵
省
関
税
局
『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』。
次
の
成
牛
輸
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入
に
つ
い
て
も
『
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
』。
一
八
九
一
年
の
八
〇

頭
～
一
八
八
九
年
の
九
四
七
頭
。

（
（4
（　

山
脇
圭
吉
『
日
本
家
畜
防
疫
史
』（
文
永
堂
書
店
、
一
九
三
九

年
（
四
二
頁
。

（
（5
（　

中
里
亜
夫
「
明
治
・
大
正
期
に
於
け
る
朝
鮮
牛
輸
入
（
移
入
（・

取
引
の
展
開
」（『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
三
二
号
、
一
九
九
〇
年
（

一
四
八
頁
。

（
（6
（　

前
掲
肥
塚
『
朝
鮮
之
産
牛
』
二
六
頁
。

（
（7
（　

農
林
省
畜
産
局
『
畜
産
彙
纂
第
九
号　

本
邦
内
地
に
於
け
る
朝

鮮
牛
』
一
九
二
七
年
。

（
（8
（　

農
政
調
査
委
員
会
編
『
改
訂
日
本
農
業
基
礎
統
計
』（
農
林
統
計

協
会
、
一
九
七
七
年
（
二
五
八
頁
。

（
（9
（　

農
林
省
畜
産
局
『
畜
産
彙
纂
第
九
号　

本
邦
内
地
に
於
け
る
朝

鮮
牛
』
一
九
二
七
年
。

（
30
（　

無
署
名
「
朝
鮮
牛
購
入
及
使
役
の
実
況
」（『
日
本
畜
牛
雑
誌
』

一
九
七
号
、
一
九
二
一
年
一
月
（
三
三
頁
。

（
3（
（　

無
署
名
「
韓
国
畜
牛
業
に
関
す
る
時
重
博
士
の
断
片
」（『
日
本

畜
牛
雑
誌
』
一
一
号
、
一
九
〇
五
年
九
月
（
七
頁
。

（
3（
（　

無
署
名
「
朝
鮮
牛
解
説
」（『
日
本
畜
牛
雑
誌
』
一
九
三
号
、
一

九
二
〇
年
九
月
（
三
一
頁
。

（
33
（　

全
国
肉
用
牛
協
会
『
日
本
肉
用
牛
変
遷
史
』（
全
国
肉
用
牛
協
会
、

一
九
七
八
年
（
二
五
六
頁
。

（
34
（　

二
月
「
畜
牛
改
良
蕃
殖
に
関
す
る
件
」（
内
務
部
長
に
対
す
る
指

示
（
三
月
「
畜
牛
の
改
良
増
殖
に
関
す
る
件
」（
総
訓
第
九
号
（
四

月
「
畜
牛
の
改
良
増
殖
に
関
す
る
件
」（
各
道
長
官
に
対
す
る
指

示
（、
十
二
月
「
畜
牛
改
良
増
殖
に
関
す
る
件
」（
道
農
業
技
術
官

に
対
す
る
訓
示
（、「
畜
産
に
関
す
る
件
」（
道
農
業
技
術
官
に
対
す

る
指
示
（。

（
35
（　
「
畜
牛
の
改
良
増
殖
に
関
す
る
件
」（
総
訓
第
九
号
（。

（
36
（　
「
畜
産
に
関
す
る
件
」（
道
農
業
技
術
官
に
対
す
る
指
示
（。

（
37
（　
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』。

（
38
（　

新
納
豊
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
「
畜
牛
改
良
増
殖
政
策
」
の

数
量
的
検
討
」（『
東
洋
研
究
』
一
三
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
（
は
、
頭

数
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
牛
一
頭
当
た
り
耕
地
面
積
お
よ
び
農
家

一
〇
〇
戸
当
た
り
飼
養
頭
数
が
植
民
地
期
に
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ

た
た
め
、
農
業
生
産
基
盤
拡
充
と
い
う
政
策
目
的
は
成
功
し
た
と

は
い
え
な
い
、
と
評
価
し
て
い
る
。

（
39
（　

無
署
名
「
朝
鮮
産
牛
の
改
良
発
展
に
付
き
請
願
」（『
日
本
畜
牛

雑
誌
』
二
〇
〇
号
、
一
九
二
一
年
五
月
（
四
二
頁
。

（
40
（　

原
田
敬
一
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
③　

日
清
・
日
露
戦
争
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
（
二
三
五
頁
。

（
4（
（　

無
署
名
「
畜
産
一
瀾
」（『
日
本
畜
牛
雑
誌
』
二
六
六
号
、
一
九

二
六
年
一
一
月
（
一
四
八
～
一
四
九
頁
。

（
4（
（　

無
署
名
「
牛
肉
の
直マ

マ

を
下
る
伝
」（『
日
本
畜
牛
雑
誌
』
第
六
号
、

一
九
〇
五
年
五
月
（
三
三
頁
。

（
43
（　

石
川
寛
子
、
江
原
絢
子
編
『
近
現
代
の
食
文
化
』（
弘
学
出
版
、

二
〇
〇
二
年
（
六
四
～
六
五
頁
。

（
の
ま　

ま
り
こ
・
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
研
修
員
）




